
 

～約３０名の組合員で盛大に！休眠班の復活も～ 
 

                

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

２０２４年 3月４日 発行 

組合員活動 NEWS 
Ｎo．13 集まろう！ 話そう！ つながろう！ 

 ２月１６日（金）、山陽支部たまり場「みのり」で組合員さん手作りのおでん会を開催。     

約３０名の参加で楽しく食事会をしました。コロナ禍以降、久しぶりに一堂に会して、「元気だっ

たかね？」「うれしいね♪」などと言いながら、楽しいひと時を過ごしました。男性が5名参加し

ていましたが、どの方も丁寧に自己紹介をされていたのが印象的でした。山陽支部は「山登りの会」

や「吹き矢」など、男性主体の班がいくつかありますが、さらに、休眠状態だった「寝たろう班」

（脳トレ）も、男性会員を中心に復活の話ができて良い流れが生まれています。林田理事（支部長

代行）も、地域とつながる男性が増える活動をしていきたいとの思いを語っておられました。 

 ２３年度末（３／３１）まで残り１か月を切りました。３月２日の定例理事会で、全国４課題目標総達成を

めざすラストスパート月間（通称：つくし月間）を成功させることが確認されました。地域のニーズに応え、

多様な変化にも対応できる足腰の強い健文会にしていくためにも、みんなでさいごまで力を出し切ってやり残

し課題に挑戦しましょう。なかでも「健文会２万人組合員の早期実現」をめざす仲間ふやし（１，０００人）

の目標到達、そして、「出資金ふやし：１億円」目標の最大限の追及で「３年続けての純減からの脱却」は、 

この１か月の奮闘にかかっています。なかでも事業所の牽引が大きなカギです。 

 支部は支部総会に向けて２３年度のまとめ・２４年度方針作りに入ってくる時期です。この年度末の総仕上

げで勢いをつくって、４月以降に弾みをつけましょう。健文会「２４年度の重点課題と事業計画案」を使って 

読み合わせ・意見交換をはじめていきましょう。 

 

 

 



 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「リタイア後の元気な女子が集って、気軽に話が出来る「しゃべり場」をつくりたい！」、同じ思い

を持つ６０代の組合員４名が集まって、半年前から構想を練ってきました。 

「医療生協の活動を広げていくには、地域に関心を持つ６０代前後の仲間が必要」との思いから、

支部を超えて６０代の女子が集まり、「参加して良かった」と思ってもらえる活動をしていこうと準

備をすすめています。「身近に感じてもらうには、一緒に食事をするのが一番」と、毎回、簡単なラ

ンチを提供する予定です。 

活動日は、４月～毎月第一金曜日１２時～１３時３０分、たまり場「にじの家」の予定です！ 

 

 

サポーター増資＆積立出資金 キャンペーン 進捗状況   
 

★ 支部の到達 新規９名 ／ （５０名目標）    ★ 事業所の到達 ７名 ／ （５０名目標） 

（恩田中央１・岬３・新川鵜ノ島１・        新規 ３名（外来医事課）（栄養科）  

高千帆２・山陽１・山口１）      増額 ４名（支援センター）・（事務長室） 

※サポーター増資受付は２月末で終了しました           （外来医事課）・（栄養科） 
 

   

  

 

開催日には、たまり場「にじの家」の玄関前にちひろの絵を飾ります！ 

写真は２月に行った「試食会」の様子です。 
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